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住民の皆さん 

　　これらの情報が届く
前でも身の危険を感じた
ら、自主的な避難を心が
けましょう。 

テレビ･ラジオ･インターネットの気象情報 

サイレン及び町の広報車からの情報 

警察･消防からの情報 

地元消防団 
（公民館待機） 

地域で支え合い、すばやく避難 

地震や豪雨による水害などの災害は、いつ、どこで起きてもおかしくないと言われています。この度、
井手町では新たな防災マップを作成しました。地震・水害などの被害想定を地図上で見ながら、災害
時の避難場所・避難経路を調べましょう。また、事前の備えで災害による被害を防ぎましょう。 
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発令時の状況 住民に求める行動 

避難準備（要配慮者避難）情報 
［はん濫注意水位］ 
 

避難所等に待機 

住民に対し避難伝達･救出･誘導 各隣組長より要配慮者等の情報提供 

情報供給 
情報供給 

要配慮者 
情報提供 

住民に対し避難伝達･救出･誘導 各隣組長より要配慮者等の情報提供 

情報供給 
情報供給 

要配慮者 
情報提供 

区役員 

隣組長 

各世帯 

隣組長 

各世帯 

隣組長 

各世帯 

隣組長 

各世帯 

隣組長 

各世帯 

避難所 

消防井手分署 
田辺警察署 

災害に強い地域であるために 災害に強い地域であるために 

浸水想定区域図は、作成時点の対象河川の整備状況等を考慮し、対象河川がはん濫
した場合に想定される浸水の状況をはん濫計算により求めたものです。 
浸水想定区域図は、複数の箇所で堤防が壊されたり、水が漏れたりしたときのはん
濫区域を重ね合わせたものであり、想定される最大の区域と水深を示しています。
実際は、それらのうちの限られた箇所がはん濫し、その箇所から浸水区域が広がり、
徐々に深くなります。 
はん濫計算にあたっては、木津川や内水によるはん濫等を考慮していませんので、
この浸水想定区域以外においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の
水深と異なる場合があります。 

凡例 

浸水した場合に想定される水深 

対象降雨 

1.0m～2.0m未満の区域 

2.0m～3.0m未満の区域 

3.0m～5.0m未満の区域 

5.0m以上の区域 

浸水想定区域図作成の 
対象となる河川 

0.5m～1.0m未満の区域 

0.5m未満の区域 

市町界 

起こりうる大災害に対して、 

日ごろからの「備え」を住民自身が 

実践していく必要があります！ 

起こりうる大災害に対して、 

日ごろからの「備え」を住民自身が 

実践していく必要があります！ 

地域で行われる防災訓練や避難訓練に積極的に参加しま
しょう。 
過去に起こった災害経験や教訓などについて、地域で話し
合いましょう。 
身近なお年寄りや体の不自由な人の災害時援護について、
家族や隣人と話し合っておきましょう。 
地域の危険区域や避難場所、備蓄品などについての情報を、
地域の人々と共有しましょう。 

井手町災害対策（警戒）本部 

区内協力団体 

例えば… 
!
!
!
!

井手町　　　　　浸水想定区域図 井手町　　　　　浸水想定区域図 

○町から避難勧告を発令 
○木津川等が決壊する恐れ 

○町から避難指示（命令）が発令 
○人的被害の発生する危険性が非常に高い 

○お互い助け合って、指定された避難場所に速やかに避難しましょう 
○町からの情報や気象情報に十分注意しましょう 
○避難勧告が発令されたら、速やかに避難しましょう 

○木津川や町内の河川が増水 
○田んぼや小河川があふれる 

○自主的に避難を始めましょう 
○ラジオ、テレビの気象情報に注意しましょう 
○高齢者や子ども等は早めに避難しましょう 

○避難場所に、直ちに避難を完了してください 
○直ちに避難行動に移れないときは、生命を守るための最
　低限の行動が必要になります 

○有堤部で、ほぼ高水敷に流水がのる 

急傾斜地 
傾斜度30°以上、高さ5m以上の急傾斜地（人
口斜面を含む）で保全人家が存在するか住
宅等の新規立地が可能と考えられる箇所 

渓流の勾配が15°以上で保全人家が存在
するか住宅等の新規立地が可能と考えら
れる渓流 

土石流 

主流路 

氾濫開始点 

土石流による被害の 
おそれのある区域 

京都府土砂災害警戒箇所点検マップ 
（京都府土木建築部砂防課作成）より平成15年5月現在 

　　　の避難所は、
洪水発生時には浸
水する恐れがあり
ますので、十分注
意して下さい。他
の避難所について
も、注意の上、避難
行動をとってくだ
さい。 

!

1時間雨量：95mm 
48時間雨量：325.5mm

東海豪雨相当の降雨 

消防団待機 
［水防団（消防団）待機水位］ 

避難勧告 
［避難判断水位］ 

避難指示 
［はん濫危険水位］ 
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浸水想定区域図 

浸水想定区域図 

浸水想定区域図 

浸水想定区域図 

各河川の浸水想定区域図は、平成19年9月発行の資料をもとに作成しています。 !

対象地区 
上井手･高月 
上井手･高月 
上井手･高月 
水無 
石垣 
石垣･北 
有王 
玉水･北 
北･南 
北･南 
東部 

多賀全域 
東部･南部 
西部･南部 

名称 
自然休養村管理センター 
山吹ふれあいセンター 
山城勤労者福祉会館 
玉川保育園 
玉泉苑 
井手小学校 
有王分校 
泉ヶ丘中学校 
いづみ保育園 
いづみ人権交流センター 
自然休養村サブセンター 
多賀小学校 
多賀保育園 
賀泉苑 

所在地 
大字井手小字二本松2-1 
大字井手小字二本松3-1 
大字井手小字大塚99-35 
大字井手小字玉ノ井47 
大字井手小字東前田28 
大字井手小字野神38 
大字田村新田小字有王13 
大字井手小字橋ノ本20 
大字井手小字段ノ下39-2 
大字井手小字段ノ下37 
大字多賀小字庵垣内16 
大字多賀小字内垣内20-1 
大字多賀小字庵垣内63 
大字多賀小字帽子田29 

電話番号 
0774-82-4333 
0774-82-5700 
0774-82-3639 
0774-82-2153 
0774-82-3499 
0774-82-2119 
0774-82-4412 
0774-82-2070 
0774-82-4160 
0774-82-3380 
0774-82-3639 
0774-82-2112 
0774-82-2225 
0774-82-5059 

 
430 
148 
1,432 
190 
103 
420 
51 
593 
106 
493 
105 
391 
108 
103 

 
260 
90 
870 
115 
60 
255 
35 
360 
65 
300 
60 
240 
65 
60 

※発令基準の4色（赤・橙・黄・青）は、各河川の水位の目安を表します。 

!

面積（m2） 収容可能人数（人） 

山鳴りがする 
雨が降り続いているのに 
川の水位が下がる 
川が濁ったり、流木が流れる 

がけに亀裂が入る 
小石が落ちてくる 
がけから音がする 
がけから水がわき出ている 

地面にひび割れができる 
井戸や沢の水が濁る 
がけや斜面から水が噴き出す 
家や斜面に亀裂が入ったり傾く 

前  兆 前  兆 前  兆 

裏山に急な 
谷川がある 

掘り起こすと 
大きな石が出る 

扇状地 広い地面がそのまま 
すべり出す 

割れ目が 
ある 

表土が厚い 
がけ 

浮石の 
多い 
がけ 

湧き水が 
ある 

せり出して 
いるがけ 

 がけ崩れ 

2
裸足や長靴ではなく、ヒモで
締められる運動靴をはき、長
い棒を杖がわりにして安全を
確認しながら歩くこと。 

足下に注意を払う 

3
お年寄りや病人は背負う、乳
幼児は浮き袋などを利用す
るほか、はぐれないようお互
いの体をロープで結ぶなど
の工夫をして、安全を確保す
ること。 

子どもやお年寄りを安全に 

1
水位が腰まであるようなら無
理をせず、高所で救援を待つ
こと。 
水面下には、マンホールなど
の危険な場所もあります。 

水位の確認 

運動靴 

地すべり 土石流 




